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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

                                                                                          (単位：百万円) 

  

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、海外景気の下振れ懸念、国内におけるデフレの影響、厳

しい雇用情勢に加え、急速に進む円高や輸出の鈍化などにより景気の悪化懸念が高まるなど、弱含む消

費者マインドともあわせ依然として厳しい状況で推移しました。 
  
かかる状況下、当明治グループは「2009－2011中期経営計画」の２年目として、主要テーマである

「既存事業の強化・拡大」と「統合シナジー早期創出」のための取り組みを更に進めるべく、「市場競



  

②菓子・健康セグメント                                       （単位：百万円）   

（注）菓子、砂糖および糖化穀粉等、健康食品（アミノコラーゲン等）、一般用医薬品（イソジン等）等の製造・販売、

スポーツクラブの経営等。（従来の明治製菓の「フード＆ヘルスケア」セグメントに相当） 



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①当期末の資産、負債、純資産の状況  

〔資産〕 

  当第２四半期連結会計期間末における資産合計は 百万円と前連結会計年度末に比

べて9億93百万円減少しました。これは流動資産その他が38億13百万円、建設仮勘定が36億43

百万円増加した一方、現金及び預金が23億16百万円、機械装置及び運搬具が40億20百万円、

投資有価証券が40億58百万円減少したことなどによるものです。 

〔負債〕 

  当第２四半期連結会計期間末における負債合計は 百万円と前連結会計年度末に比

べて24億25百万円減少しました。これは短期借入金が20億95百万円、長期借入金が29億53百

万円減少したことなどによるものです。 

〔純資産〕 

  当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は 百万円と前連結会計年度に比

べて14億31百万円増加しました。これはその他有価証券評価差額金が23億37百万円減少した

一方、利益剰余金が52億83百万円増加したことなどによるものです。 

  なお、自己資本比率は40.0％、１株当たり純資産額は3,955.01円となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況                                                







（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 99,644 95,164

短期借入金 74,673 76,768

コマーシャル・ペーパー 27,000 28,000

未払法ੴ葀蛰



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 555,308 561,308

売上原価 372,254 370,058

売上総利益 183,053 191,250

販売費及び一般管理費 169,480 173,703

営業利益 13,573 17,546

営業外収益   

受取利息 28 20

受取配当金 648 597

固定資産賃貸料 701 693

受取補償金 － 2,000

持分法による投資利益 135 208

雑収入 704 －

その他 － 705

営業外収益合計 2,217 4,224

営業外費用   

支払利息 1,296 1,162

為替差損 519 796

雑損失 531 －

その他 － 614

営業外費用合計 2,347 2,572

経常利益 13,443 19,197

特別利益   

固定資産売却益 146 129

その他 80 217

特別利益合計 227 346

特別損失   

固定資産廃棄損 1,524 1,005

減損損失 91 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 462

その他 535 647

特別損失合計 2,152 2,115

税金等調整前四半期純利益 11,518 17,428

法人税等 5,937 7,854

少数株主損益調整前四半期純利益 － 9,574

少数株主利益 173 195

四半期純利益 5,406 9,378
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 11,518 17,428

減価償却費 18,584 20,194

減損損失 91 －

のれん償却額 193 139

有形固定資産除却損 1,088 1,005

投資有価証券評価損益（△は益） 11 94

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24 92

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,480 1,294

退職給付引当金の増減額（△は減少） 27 △2,435

受取利息及び受取配当金 △676 △617

支払利息 1,296 1,162

持分法による投資損益（△は益） △135 △208

有形固定資産売却損益（△は益） △146 △97

売上債権の増減額（△は増加） 3,742 1,712

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,426 △2,006

仕入債務の増減額（△は減少） 3,111 4,461

その他 △8,970 △2,164

小計 30,766 40,055

利息及び配当金の受取額 787 705

利息の支払額 △1,250 △1,044

法人税等の支払額 △5,975 △9,872

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,328 29,843

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △13,371 △18,614

無形固定資産の取得による支出 △1,068 △1,042

有形及び無形固定資産の売却による収入 305 850

投資有価証券の取得による支出 △347 △260

投資有価証券の売却による収入 － 115

その他 △136 △12

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,618 △18,964

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 46,735 △501

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △13,000 △1,000

長期借入金の返済による支出 △4,200 △4,367

社債の償還による支出 △35,000 －

少数株主からの払込みによる収入 65 －

自己株式の増減額（△は増加） △48 △48

配当金の支払額 △2,547 △5,837

少数株主への配当金の支払額 △155 △136

その他 △571 △611

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,723 △12,503

現金及び現金同等物に係る換算差額 76 △162

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,063 △1,787

現金及び現金同等物の期首残高 14,429 16,061

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 228 21

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,721 14,295

9



該当事項はありません。 

  
   

 （セグメント情報等） 

 〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

                                                                            (単位：百万円)

 （注）１ 事業区分の方法 

事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。  

 ２ 各事業区分の主要製品 

 〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグ

メント情報の記載を省略しております。 

  
 〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  
 〔セグメント情報〕 

①報告セグメントの概要  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対

象となっているものであります。 

 当社グループは、製品・サービス別の事業子会社を有し、一部の事業子会社はカンパニー制を敷

いております。事業子会社及びカンパニーは、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包

括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、事業子会社及びカンパニーを基礎とした製品・サービス別のセグ

メントから構成されており、「乳製品」、「菓子・健康」、「医薬品」の３つを報告セグメントと

しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  乳製品 
菓子・
健康 

医薬品
サービス

他  
計 

消去又は
全社 

連結

売上高    

(1）外部顧客に対する売上高  314,332  133,297  56,842  50,835  555,308  ―  555,308

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 1,834  3,626  1,235  21,481  28,178 ( ) 28,178 ―

計  316,167  136,924  58,077  72,316  583,487 ( ) 28,178  555,308

営業利益  10,112  109  2,186  1,708  14,116 ( ) 543  13,573



 「乳製品」は市乳、粉乳、練乳、バター、チーズ、アイスクリーム、飲料、栄養食品、畜産品等

の製造・販売を行っております。「菓子・健康」は菓子、砂糖及び糖化穀粉等、健康食品、一般用
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